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精神神経科患者に対する看護職員の意識調査
神病　○溝江　大友　荒井　山川
1　はじめに
　精神神経科病棟に於いて、精神疾患に身体疾患を合
併した患者が、近日、多々入院する傾向にあり、その
為、他外来や病棟と関わる機会が増えつつある。そう
いった中で、精神疾患を患った患者に対するネガティ
ブイメージや、あるいは対応に関した戸惑いによく遭
遇する。そこで、他科への受診や転床、逆に、他科か
らの転記を戸惑うことなく円滑に行えるようにする為、
又、精神疾患を患った患者の深い理解を更に得る為、
日頃、精神科看護を専門に行っている私達が、どの様
に他スタッフに働きかけていけばよいかを考えること
にした。それにより、自分達も患者を再認するいい機
会にもなると考えた。まず第一段階として、精神神経
科の患者がどの様にとらえられているのかを知ること
により、働きかける時のポイントをつかみやすいので
はないかと考え、アンケートを作成し意識調査を行っ
たのでここに報告する。
H　対象と方法
1）対象
　　東京医科大学病院、看護婦（士）745名（平成6
　年11月21日付）
2）アンケート作成
　　アンケートを作成するにあたり、質問項目は対象
　のイメージした言葉を使用した方が、導入しやすい
　のではないかと考えた。
　1．精神神経科患者イメージに関する予備調査実施
　期問：平成6年6月1日～6月15日
　回収率：100％
　患者について思いつくまま何でもいいということを
前提に記入してもらった。
　結果：かなり様々な答えがあったが、これを抜粋し
カテゴリー別に分けると、〈外観〉〈患者を一見して
感じること〉〈言動〉〈社会的地位・立場〉〈人間関
係・社会性〉　〈性格〉　〈精神面〉　〈対応に関して〉
〈発症までの経過（生育歴・家族関係）について〉
〈表情〉〈理解力〉の11にまとめられた。その中でも
類似の表現や、言葉を抽出しイメージ項目として用い
ることにした。その際、統合性を見る為に逆の表現、
例えば、ポジティブイメージのものにはネガティブイ
メージのものを加え無作為に並べ、68項目とした。
　2．精神神経科の患者イメージに関するアンケート
　　実施（プレテスト）
　期間：平成6年11月5日～11月11日
　対象：外科病棟、内科病棟の2病棟38名
　結果：「抽象的で分かりづらい」　「疾患によって違
うので迷う」等の反応があった。このプレテストの反
応をもとに、分かりずらい表現には少し言葉を足し、
更に他者よりアドバイスをうけ、それを付け加えアン
ケートの最終版を作成し実施した。又、「真ん中にも
う1つ基準がほしかった」という反応も多々みられた。
しかし、中立的な選択肢を使用するとそれに回答する
傾向が多くなると考え、瞬間にイメージし、どれかに
回答してもらいたいという趣旨から私達は基準を4段
階にした。
　3．精神神経科の患者イメージに関するアンケート
　　実施
　期間：平成6年11月21日～11月28日
　回収率：83．8％
結果：回答者総数
　　　平均年齢
　　　男　性
　　　女性
　　　看護経験年数（日）
所属部署経験年数（日）
精神科経験者数
その平均経験期間（日）
　　　　628名
27．5±6．　8歳
　2名　（0．3％）
626名（99．7％）
　74．　1±　82．　1
　　35．　9±31
　　　　46名
　39．　8±27．　3
皿　考察
　精神科の患者像として、外観は不潔で表情は暗い硬
い・行動は奇妙で動作が緩慢・無口・話にまとまりが
ない・落ちつきがない等、ネガティブイメージが半数
以上を占めていた。それらは症状自体であるともいえ
るが、実際この様な患者に接する場合、看護婦として
これらの症状をどの様に受け止め、それにどう関わっ
ていくかに注意をより払えるようになれば、漠然と恐
れたり特殊な目で見ることが少なくなると思われた。
　対応に関しては、実際に接していく中で、暴力を振
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るわれるのではないか不安・接する時に緊張する・身
構えてしまう人が80％前後を占め、対応が難しいと考
えている人が過半数とでている為、対応に関してかな
りの人が何らかの不安を感じていることが分かった。
しかし当病棟の看護婦は、自然に患者と接しているこ
とが多く、それから考えると他病棟、外来では、精神
疾患患者がまだまだ少なく、例えば、熱傷を扱う病棟
では自殺による熱傷が多く「自殺」というイメージが
強く出ている人が多いという点等の特徴がでているこ
とにより、日常遭遇する機会の多い患者でのイメージ
が強いようである。このような結果から、どうずれば
不安を軽減し患者を理解してもらえるのか検討してい
かなければならないと考えられた。
　アンケートの結果からみると、精神科の患者像は、
ネガティブイメージが目立ったが、一方ポジティブイ
メージが半数以上を占めるものもあった。性格は素直
・一ｶ懸命・几帳面・感受性が強い等である。又、家
庭環境・生育歴が複雑・いっ誰が発症してもおかしく
ない・誰でもなりうるが90％以上を占め、患者の性格
・背景などを考慮し、身体疾患とは異なって精神疾患
は生育歴・家庭環境・状況因子等が発症と関与してい
るととらえられていると思われた。
　頭が良いは70％以上、理解力がないが50％以下、社
会の理解があれば生活できると思う人が90％以上であ
ったことから、逆に、社会の精神疾患の患者への理解
度が、未だあまり得られていないのではないかと考え
られた。
N　まとめ
　今回は、各項目について出た結果に対して考察して
みた。精神科病棟経験した人、しない人、年齢による
違い、疾患との関与等までは、考察ができなかった。
さらにそれらを深く分析すれば又違った考察が出てく
るのではないかと思われ、精神科の患者を、検査や他
科に受け渡したりする場面で、より具体的に分かりや
すく申し送るのに役立つのではないかと思われた。今
後、このデーターをもとに検討していきたいと考えて
いる。又、Crocettiらが施行したボルティモア調査で
用いられた簡易症例質問用紙、及び社会的距離尺度を
付加した質問票については、紙幅の都合上、期を別に
して報告したい。
　最後に、数回に渡るアンケートに御協力頂いた、院
内職員の皆様、及び、御指導頂いた皆様に、厚く御礼
申し上げます。
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